
- 1 - 
 

二本松市道の駅さくらの郷 
施設の維持管理・運営業務の内容及び基準（仕様書） 

  
二本松市道の駅さくらの郷（以下「道の駅さくらの郷」という。）の業務内容及び運営基

準について以下のとおりとする。 
 
１ 施設の管理運営方針 

⑴ 施設等の管理方針 
施設・設備は、その機能と特性を十分に把握した上で安全・清潔に保ち、その機能

を正常に保持するとともに、次年度以降の運営を視野に入れて、適正な維持管理と必

要に応じた保守点検を行う。 
⑵ 運営方針 

道の駅さくらの郷は、地域農業の振興を基本に、農業生産者の利用に供するものと

して市が設置する施設であり、施設の主たる利用者である農産物等生産者組織の設

立・運営及び計画的な生産や農産物の育成等に係る必要な支援を行うとともに、平等

かつ円滑な利用が可能となるよう努めている。 
農林産物、農林産加工品及び農林工芸品等地域特産品の販売を通じ、都市と農村の

交流等地域資源を活用したグリーン・ツーリズムの推進を図っている。 
今後とも、都市と農村の交流における貢献に配慮した運営を行うこととし、以下の

項目を基本として運営する。 
ア 利用者の安全対策を第一に運営を行うこと。 
イ 利用者のニーズを常に把握し運営に反映するように努めること。 
ウ 公の施設であることに鑑み、当施設の管理運営による利益については、利用者に

対するサービスの提供として還元することや地域に対する貢献等を考慮すること。 
エ 市との密接な連携・協力を図り、住民サービスの向上に寄与するよう努めること。 

⑶ 運営の条件 
ア 市民の平等な利用が確保されるものであること。 
イ 施設の適切な維持管理を図ることができるものであること。 
ウ 施設の効用を最大限に発揮できるものであり、市民サービスの向上を図ることが

できるものであること。 
エ 施設管理費の縮減が図られるものであること。 
オ 安定した管理に必要な人的及び物的能力を有していること又は確保する見込み

があること。 
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２ 指定管理者が行う業務（主たる業務内容及び運営基準） 

指定管理者が行う業務は、道の駅さくらの郷の施設（屋外施設等の付属施設を含む。）

及び設備の維持管理の運営業務となる。 
⑴ 施設の維持管理に関する業務 

ア 施設の保守管理業務 
直売所の施設等の維持管理に関する業務全般 

  イ 環境衛生業務 
ウ 緑化環境整備業務 
エ 設備の保守管理業務 

日常点検、法定点検、定期点検及び清掃等を行うこと。 
⑵ 備品の保守管理業務 

ア 施設内外に整備した備品の点検、保守管理を行うこと。 
イ 本施設の備品の種類・数については、別添「道の駅さくらの郷備品台帳」に記載

のとおり。 
ウ 備品に不具合が生じた場合は、随時修繕を行う。 
エ 施設の備品について、備品台帳（品名・品番・分類・金額・数量・配置場所等を

記載）を整備し、備品の管理を確実に行う。 
オ 備品の異動については、市から示された備品一覧表（車両を含む。）により整理す

ること。 
⑶ 道の駅さくらの郷直売施設の主な運営業務 

ア 運営業務に関すること。 
利用者の安全を第一とし、サービスの質がこれまでと比較して低下することがな

い運営を行うこと。 
主な運営業務は、直売所管理業務、食堂・厨房・加工管理業務、防火管理業務、

衛生管理業務、交流施設管理である。 
イ 自主事業に関すること。 

     指定管理者は自らの費用と責任において、施設の設置目的に沿った自主事業を創

意工夫して行うことができるものとする。事業計画書において提案するとともに、

事前に本市と協議のうえ、自主事業の実施に係る業務を行うこと。また、敷地内の

イベントスペース、公園広場においては、販売促進のための各種イベントや、交流・

体験のための企画・講座などの開催を想定している。自主事業等による積極的な活

用を図ること。 
    ウ その他必要な業務 
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⑷ 道の駅さくらの郷及びこれらの施設に係る付属設備の利用許可及び利用料の徴収に

関する業務 
ア 施設の利用に関すること。 

（ア） 施設利用申請を受け取り、その申請に対し利用許可を行うこと。また、施

設の目的外使用については、市に協議すること。 
（イ） 利用者から利用料金を徴収すること。 
（ウ） 利用料金の減免については、あらかじめ市と協議すること。 
（エ） 利用者数や徴収した利用料金等について報告書を作成すること。書式等に

ついては、別途定める。 
（オ） 直売所営業時間 

       営業時間帯は、原則として午前９時００分から午後６時００分までとし、

職員を交代制勤務（早番・遅番等）により配置し、営業時間中は常時職員が

いる人員体制を確保すること。 
（カ） 食堂・厨房・加工業務時間 

       業務時間帯は、原則として午前１１時００分から午後３時００分までとし、

職員を交代制勤務（早番・遅番等）により配置し、業務時間中は常時職員が

いる人員体制を確保すること。 
（キ） 用務清掃業務 

       業務時間は、原則として午前８時００分から午後５時３０分までの時間内

に、清掃業務等を実施する。ただし、利用者数に応じた適正な人員を配置し、

職員を交代制勤務（早番・遅番等）により業務時間中は常時職員がいる人員

体制を確保すること。 
   （ク） 体験交流施設 
       利用時間は、原則として午前８時３０分から午後８時までとする。ただし、

必要があると認めるときは、協議によりこれを変更できるものとする。 
⑸ その他の業務 

ア 事業計画書及び収支予算書の作成（毎年度） 
イ 事業報告書の作成（毎年度） 
ウ 毎月の利用状況、収支状況等報告書の作成  
エ 施設利用者を対象としたアンケートの実施による意見・要望の把握 
オ 前エの結果を踏まえたサービスの提供や改善事項、管理運営状況等の分析・検討

と当該検証結果の市への報告 
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カ 市との定期的な意見交換 
キ 指定期間終了にあたっての引継ぎ業務 
ク 緊急連絡体制の整備 
ケ その他、市との連絡調整、市からの照会への回答 

⑹ 安全管理・緊急対応 
施設利用者の事故防止のために十分な対策を図る。また、急病、ケガ等の対応に医

薬品を整備し、急患・夜間搬入等に備え常に休日・夜間診療病院等を把握し対応する。 
緊急時・防犯・防災対策について、マニュアルを作成し、職員に定期的な指導を行

う。 
 
３ 管理の基準 
  指定管理者は、次の基準に従い道の駅さくらの郷の管理運営業務を実施する。なお、

管理の基準の細目は、指定管理者と締結する協定で定める。 
⑴ 定期休日及び利用時間 

  ア 定期休日  年中無休を原則とするが、年度ごとに役員会等で決定する。 
  イ 営業時間  ３月～１０月 午前９時００分～午後６時００分までとする。 
         １１月～ ２月 午前９時００分～午後５時００分までとする。 
    （※営業時間については、利用者数の動向により、経費節減のため終了時間を午

後５時までとする場合もある。） 
⑵ 法令等法規の遵守 

   管理業務の実施に当たっては、法令・条例等の規定に従い、適正に管理業務を行わ

なければならない。 
⑶ 環境への配慮 

指定管理者は、本市の組織（地球温暖化対策二本松市役所推進委員会）において実

施する地球温暖化防止その他環境配慮及び環境保全に取組むこと。 
 ⑷ 個人情報の適正管理 

指定管理者は、二本松市個人情報の保護に関する法律施行条例（令和 5 年二本松市

条例第 1 号）の規定を遵守し、個人情報の保護及び適正な取扱いを確保するために必

要な措置を講ずるよう努めること。 
 ⑸ 意見交換及び連絡調整等 

ア 定期的な意見交換 
サービスの向上や適切な管理運営を図るため、現場状況を踏まえながら四半期に

１回以上、定期的な意見交換や情報交換を行うこと。 
イ 問題が生じた際の連絡調整 
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道の駅さくらの郷の運営に支障を来たすような事態が発生した場合には、速やか

に市へ連絡、調整をすること。 
 
 
４ 管理に要する経費 
 道の駅さくらの郷は、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第２４４条の２第８項で定

める利用料金制を採用する。 
 また、指定管理者が行う道の駅さくらの郷の維持管理に要する経費は利用料金による収

入及び指定管理委託料（指定期間内総額５９，０３７千円、年額１９，６７９千円以内の

額）をもって充てること。 
⑴ 利用料金等 

ア 指定管理者は、二本松市道の駅さくらの郷条例（平成 17 年二本松市条例第 124

号）第１２条（別表）で定める次の利用料の範囲内において、あらかじめ市長の承

認を受けて利用料金を設定する。 
別表（第１２条関係） 
施 設 名 区  分 利  用  料  金 

農産物直売所 
直売コーナー及び 
軽食コーナー 

売上額の 20％の額 

体験・学習コーナー １回（3 時間以内）につき 540 円 
漬物加工技術伝

承室、漬物加工室 
営利活動を伴わない場合 １室（1 時間以内）につき 210 円 
営利活動を伴う場合 １室（1 時間以内）につき 2,090 円 

真空包装機、ガス

回転釜  
個別利用の場合 １回（4 時間以内）につき 310 円 
同時利用の場合 １回（4 時間以内）につき 520 円 

体験交流施設 
営利活動を伴わない場合 １室（1 時間以内）につき 210 円 
営利活動を伴う場合 １室（1 時間以内）につき 2,090 円 

⑵ 利用料金制度 
道の駅さくらの郷は、利用料金を指定管理者の収入として収受させる利用料金制度

を採用する。 
   指定管理者の経営努力による経費の縮減や稼働率の上昇により、指定管理者に利益

が生じた場合も指定期間中において精算行為は行わないものとする。（社会情勢の著

しい変動があった場合を除く。） 
⑶ 必要となる経費 

   道の駅さくらの郷の維持管理・運営に係る一切の経費 
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（ただし、自然災害等不可抗力による施設の損傷の回復のための費用、市が認める備

品更新、修繕等のための費用で１件当たり１０万円以上の場合を除く。） 
（参考）令和７年度の主な施設管理経費の概算 
（人件費、保守管理委託料、食事等の収益事業に係る経費を除く。） 

   ・光熱水費（電気料、ガス代）            年額１３，０００千円 
   ・修繕費（１件１０万円未満の軽微な修繕）      年額 １，４００千円 
   ・通信費                      年額   ７００千円 
   ・広告宣伝費（新聞・雑誌）             年額 １，０００千円 
   ・イベント費                    年額   １００千円 

・施設管理費                    年額 ２，１００千円 
   ・使用料及び賃借料（各種機器リース料等）      年額 １，７００千円 

⑷ 会計処理 
   会計年度（４月１日から翌年３月３１日まで）ごとに管理することとする。また、

収入及び支払経費は、指定管理者の他の事業と区別して専用の口座で処理すること。

（詳細は、協定で定める。） 
⑸ 事務処理 

利用料金の収納、施設の維持管理業務等に要する経費の支払い等、適正な事務処理

にあたること。また、施設の収入状況及び管理運営に係る経費について、本市が把握

するために必要とする資料を作成すること。 
⑹ 事業報告 

指定管理者は、月毎の売上げ状況を作成し、翌月５日までに市に報告すること。ま

た、毎年度終了後６０日以内に指定管理業務に関する事業報告書をすみやかに市に提

出すること。 
 
５ 業務の引継ぎ 
 ⑴ 市との業務の引継ぎ 

既に利用の申込みのあった事項、実施が決定している事項、施設の維持管理等につ

いて、市から円滑に引継ぐこと。 
 ⑵ 原状回復及び事務引継ぎ 

指定管理者は、指定期間が満了するとき又は指定が取り消されたときは、市が承認

した場合を除き、さくらの郷直売所の施設及び設備を原状回復して、市に建物、付帯

施設、什器、備品、管理に必要なデータ等を引き渡すとともに、市又は新たな指定管

理者と十分に事務引継を行い、円滑に業務が引継がれるよう協力すること。 
ただし、原状回復を要しないことについて、市の承認を得たときはこの限りでない。 
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６ 調査及び監査等 

市は、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第２４４条の２第１０項の規定により、

指定管理者の管理する施設の適正な管理運営を確保するため、必要があると認めるとき

は、指定管理者に対して当該管理の業務又は経理の状況に関し報告を求め、実地につい

て調査し、又は必要な指示をすることがある。 
 
７ その他 

この仕様書に規定するもののほか、業務の内容及び管理方法等について疑義が生じた

場合は、市と指定管理者が協議し決定するものとする。 
 


